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あらまし 現在、我が国に限らず世界各国における高等教育は、グローバル化の進展という新たな事態に際し、国際

的な水準を視野に入れつつ、教育活動の質的な向上が求められている。このような流れ中、北米では WebCTのよ

うないわゆる「コース管理システム �Course Management System� CMS�」の導入が急速に進んでおり、米国で

は ��� の大学が何らかのコース管理システムを全学的に導入し、��� の講義で実際に活用されている。本発表で

は、大学ポータルの話を交えながら，コース管理システムの過去・現在・未来について語る。
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自己紹介

• 名古屋大学 情報連携基盤センター
情報基盤システムデザイン研究部門

• 名大におけるIT戦略の立案および実行

• ネットワークインフラを「どう使うのか？」

• 「名古屋大学ポータル」の構築

• 5年間の任期付ポジション

• 再任1回→10年間（２０１２年まで）

10年先を見据えた

教育研究用情報基盤のデザイン



自己紹介（Cont’d）

• サブタイトル
• 名古屋大学国際学術コンソーシアムAC21推進室員

• 国際的なコンソーシアムでの情報基盤のあり方

• 文部科学省メディア教育開発センター客員助教授

• 教材共有のあり方

• 株式会社エミットジャパン代表取締役
• 研究成果活用による日本語版WebCTの普及促進

• 前職

• 名古屋大学情報メディア教育センター
専門情報メディア系助手（98年4月～02年3月）

中日新聞１面
（平成１４年２月１日付）

http://www.ac21.org/http://www.ac21.org/

科研費基盤A 「地域学術

コンソーシアムにおける
e-Learning 地域ハブに関
する研究」（H15～17年度，

総額4,252万円）

科研費基盤A 「地域学術

コンソーシアムにおける
e-Learning 地域ハブに関
する研究」（H15～17年度，

総額4,252万円）
http://www.emit-japan.com/



みなさんの視点は？

• 研究者

• 教員

• 全学的なITセンター

• 学科あるいは学部の教務担当

• 大学の執行部

• 大学間連合（コンソーシアム）の運営者

• 企業

私の視点

「e-Learning の導入・運用者」の視点



発表内容

・ コース管理システムの進展：

・ WebCT日本語化を通じたこれまでの取組

・ コース管理システムの現状：

・ 大学教育における e-Learning とは？

・ コース管理システムの将来：

・ 日本の大学がとるべき戦略

・ 大学ポータル



コース管理システムの進展：
ＷｅｂＣＴ日本語化を通じた

これまでの取り組み



名古屋大学
情報メディア教育センター

• コンピュータを活用した情報メディア教育に関する教育研究

• 情報処理教育センターを1998年に改組，拡充

• 1999年度に「情報メディア教育システム」を導入・運用
（2003年度からすでに第2世代へ移行）

ATM 
Network

• 800 Windows & UNIX terminals

• 18 terminal rooms distributed in 
our campus 

• ATM Network

• PHS wireless LAN & 92 ISDN / 
modem connection lines 

• Media Studio

• MPEG2 VOD

• 800 Windows & UNIX terminals

• 18 terminal rooms distributed in 
our campus 

• ATM Network

• PHS wireless LAN & 92 ISDN / 
modem connection lines 

• Media Studio

• MPEG2 VOD
High quality multi-media 

educational contents>



専門情報メディア系のミッション

コースウェア作成支援環境の構築
• Webベース

• MPEG2 ビデオオンデマンドシステムとの連携

スクラッチから作るのは
大変！

WebCT!!WebCT!!
（かれこれ5年前）



WebCT (Web Course Tools)
• 開発： ブリティッシュコロンビア大学（UBC，カナダ）

• Murray Goldberg
• ライセンス販売・ユーザサポート：

• WebCT社（現在はボストンが本社，UBC内にWebCTカナダ）

• 特徴
• 既存の教材（html，pdf，pptなど）を用いてコンテンツの

作成が可能

• 協調学習のための教育用ツール群
（メール，掲示板，チャット，プレゼンテーション…）

• コースの管理作業を手助けする管理ツール群
（トラッキング，オンライン試験の実施・採点，成績管理…）

• コースコンテンツの共有が可能（配布，販売）



日本語・日本文化という「壁」

• 日本語化（翻訳，日本語環境下での動作）
← 国際化なんて全く考えられていなかった

• 文化が違う教育環境でどう使うのか？
← 北米の高等教育現場の意見を反映



名古屋大学における
日本語版WebCTの開発
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・計算機基礎数理での利用（１９９９年度）
→掲示板，クイズ，アンケートだけ
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→コンテンツ整備，本格利用

　→学生とのインタラクションの重要性

・計算機基礎数理での利用（１９９９年度）
→掲示板，クイズ，アンケートだけ

・計算機基礎数理での利用（２０００年度）
→コンテンツ整備，本格利用

　→学生とのインタラクションの重要性

ＷｅｂＣＴ３．Ｘ
日本語化

２０００年１１月～
２００１年１１月

ＷｅｂＣＴ３．Ｘ
日本語化

２０００年１１月～
２００１年１１月

日本の教育環境での利用法の研究



日本語版ライセンスを既に
取得しているアカデミックユーザ

• 大阪大学
• 九州大学
• 京都精華大学
• 名古屋大学
• 広島大学
• 福井県立大学

• 文部科学省メディア
教育開発センター

• 豊橋科学技術大学
• 国立国語研究所
• 追手門学院小学校
• 京都橘女子大学
• 帝京大学

• 筑波大学

• 九州ヒューマンメディア創造
センター

• 関西大学
• 金沢工業大学
• 玉川大学
• 東京電機大学
• 熊本大学
• 日本大学
• 九州工業大学
• 日本女子大学
• 千葉大学
• 電気通信大学

• 創価大学
• 京都コンピュータ学院
• 愛知工業大学
• 長崎大学

2003年9月末時点で37機関

• 名古屋大学法学部

• 東京外国語大学

• 豊橋科学技術大学・長
岡科学技術大学・北陸
先端大学院大学研究
コンソーシアム

• 兵庫県教育委員会

• 立命館アジア太平洋
大学

• 長崎大学

• 大分大学

• 新潟県立教育センター

• 奈良女子大学



WebCTを利用している

高等教育機関
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> 遠隔教育

84ヶ国の2,600 を越える高等教育機関で利用



「講義の補完ツール」としての利用



WebCTを活用した

予習→対面授業→復習

2単位＝（ 90分の予習，90分の講義，90分の復習）×15回
という本来の単位授与システムをITにより積極的に支援



コース管理システムの現状：
大学教育における
e-Learning とは？



大学における e-Learning

• 遠隔教育

• 海外の大学との講義

• 離れたキャンパス間での講義

• 社会人教育，生涯教育



大学における e-Learning

• 遠隔教育

• 海外の大学との講義

• 離れたキャンパス間での講義

• 社会人教育，生涯教育

• ブレンディング型（ハイブリッド型）

通常講義
（同期型）

遠隔教育
（非同期型）

講義時間内および講義時間外の学生の学習を
コース管理システム（ＣＭＳ）により総合的に支援

双方の特性を混合

大学で教育を行っている
教員すべてに関わる問題

大学で教育を行っている
教員すべてに関わる問題



コース管理システム（CMS） の定義

• 高等教育機関における一学期分の講義など，ひ
とまとまりの教育プロセス（＝コース）において，
講義時間だけでなく，課外時間での教育・学習活
動も含め，トータルに支援することにより，教育効
果及び学習成果を最大にするためのシステム

コース管理支援機能

システム管理支援機能

教育活動支援機能 学習活動支援機能 学生が利用
教員・

ティーチング
アシスタント

が利用

システム管理者
が利用



コースにおける教育・学習環境
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CMSの採用と現場での利用（米国）
Campus Computing Project 2000-2003 Survey
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北米のCMSの現状

• 第1次戦国時代（1996年～2001年）

• 有料CMSとして WebCT，Blackboard，eCollege, 
Jenzaber などが台頭

• ライセンス料金の高騰

• 大学におけるミッションクリティカルなシステムとしての
認識を確立

• 学務情報システムとの連携

• ディレクトリサーバ構築→ＬＤＡＰ連携

• IMS（www.imsproject.org），SCORMによる標準化

活動が活発化



北米のCMSの現状（Cont’d）

• 第2次戦国時代（2002年～）

• 北米市場の成熟
• WebCT，Bbなど既存有償CMSは国際展開

• Angel，Desire2Learnなど新興勢力の台頭

• MIT OKI （モジュール間の相互運用を既定）

• オープンソースCMSの動きが活発化？！
• CHEF(ミシガン大学)，LON-CAPA（ミシガン州立大学），

CorseWorks(スタンフォード大学)などなど

• 大学ポータルの構築の活発化
• ＣＳＭのポータルへの統合



コース管理システムの将来：
日本の戦略



WebCT WayWebCT Way
Murray Murray からのメッセージからのメッセージ

Murray Goldberg

Sasan Salari



“教育は文化である“

• １９９５年11月23日の1つのアイディアがきっかけ

北米のニーズが凝縮されたプラットフォーム

• 約7年の遅れをどうばん回するか

• WebCT を使って最速でキャッチアップ
← コンテンツの改善スパイラルへ早く入る！

• いろんな教育現場で実践，その経験を交流

大学人による大学人のためのシステム
としてどうＣＭＳを使えばいいのか？



名古屋大学における組織改革

高等教育研究センター 教授法

情報メディア教育センター

情報連携基盤センター インフラ

コンテンツ
WebCT

法科大学院

大学における e-Learning 推進体制の一例



e-Learning の「文化」的依存度

依存度： 高い
教授法

依存度： 低い

• どう教えるか/学ぶか

• インストラクショナル
デザイン

• 教材

• ツール

• コース管理システム

• コンピュータネットワーク

コンテンツ

インフラ

インフラは「ある程度」万国共通（＝大学共通）



三位一体でのe-Learning推進

インフラ

コンテンツ

教授法

ディレクトリ
サービス

Webポータル

テクノロジ

ビデオ
教材ビデオ

教材ビデオ
教材ビデオ

教材

オンライン
教材オンライン

教材オンライン
教材オンライン

教材オンライン
教材

ビデオ
教材

コース管理
システム

ツ
ー
ル

ツ
ー
ル

ツ
ー
ル

教材
教材

電子
図書館ＶＯＤ・Streaming

システム

学務情報
システム

… … …IPv6ADSL FTTH 無線ＬＡＮ

ITを活用した高等教育の質的改善を進める上で１つの指針



日本WebCTユーザ会

• 入会資格：
WebCTに興味関心のある方

• 入会方法
• webct-users@webct.jp メーリングリストの subscribe 

を持って入会

• 脱会は unsubscribe
• 詳しくは http://www.webct.jp/ をご覧ください

• 無料

• 年1回ユーザカンファレンス時に総会



第1回日本WebCTユーザカンファレンス
日本WebCTユーザ会主催 http://www.webct.jp/ 

• 招待講演： ２件

• 事例報告： １７件

• 企業展示： １３社

• 参加者： １６０名・１２０名
• 大学など学校関係： ８５％ ⇔ 企業関係： １５％

（小学校，中学校，高校，予備校，国立研究所などを含む）

• 関東以外： ７２％ ⇔ 関東： ２８％

• 西日本： ６６％ ⇔ 東日本： ３４％

「西高東低」の冬型の気圧配置

でも，次に来る季節は春！



宇根谷
（立命館APU）

日本語教育

村田
（立命館APU）
WebCT管理・

運用・体制

井上
（九大）

九大での取り
組み

渡辺
（帝京大）

自学自習が
可能になる

学生の
育成

新田
（豊橋技科）
豊橋大大学で
の取り組み

隅谷
（広大）

WebCT管理

・運用

インフラ
ハードウェア
ソフトウェア

情報システム
コミュニティ

コン
テンツ

オンライン教材
ビデオ教材

教授法
活用法

授業設計
ハンドブック

大木
（九大）

保健学教育の
ための情報基

盤（ VOD）

平野
（九大）

保健学教育の
ための情報基

盤（ VOD）

岡崎
（九大）

日本語教育
における
活用事例

岡田
（名大）

全学共通科
目コンテンツ

安武
（広大）

WebCTを活

用した学部
授業設計

山川
（福井県大）
コンピュータ
リテラシ教育

における
WebCT活用

中島
（名大）

e-Learning教

材ハンドブック

山本
（金沢工大）
金沢工大にお
ける取り組み

成田
（兵庫教大）
コラボレー
ションウェア

竹内
（追手門小）
小学校での

活用

McCarty
（香川短大）
世界銀行の
プロジェクト



第1回日本WebCT研究会 in 福岡

• 発表：
• オーラルセッション 17件（大学：14件，企業：3件）

• ポスターセッション 3件（大学：3件）

• 企業展示： 4社

• 参加者： 57名

• 大学など学校関係： 60％ ⇔ 企業関係： 40％

• 西日本： 96.5％ ⇔ 東日本： 3.5％

やっぱり，西高東低ですね☺



カンファレンス・研究会の予定

• 第２回ユーザカンファレンス
• 2004年3月16・17日

• 長良川国際会議場

• 招待講演（３件）



招待講演

• Deakin大学（オーストラリア）Sue Mcknight
• Deakin 大学での WebCT Vista 導入決定に際し，どの

ような戦略の下，学内で議論し決定したか．大学におけ
る e-Learning 戦略立案の参考になる

• 文部科学省高等教育局専門教育課
• 文部科学省としての大学における e-Learning の考え

方・取り組みなどを施策面からお話いただく

• 玉川大学 照屋先生
• 97年からの Lotus Learning Space による実践や

WebCT と Blackboard の比較

SCS

SCS



カンファレンス・研究会の予定

• 第２回ユーザカンファレンス
• 2004年3月16・17日

• 長良川国際会議場

• 招待講演（３件）

• 第２回WebCT研究会
• 2003年9月頃

• ＬＡ： 広島大学のＷｅｂＣＴユーザ

• WebCT活用に関する徹底討論



ユーザ会での
相互支援

WebCTによる

教育改善スパイラル

教材ﾃﾞｻﾞｲﾝ，授業ﾃﾞｻﾞｲﾝ 学生からのフィードバックに
基づいた評価カンファレンス・研究会





現在の学内情報環境の問題点
情報システムの多様化/複雑化に伴い，情報へのアクセス性が悪化

名古屋大学
ホームページ

電子メールコース管理システム
（WebCT）

学務情報
システム

（休講案内等）

研究室・教室・学科等
独自のホームページ

• 複数のシステムの使い分けが大変

• 必要な情報がすぐに見つからない

• 携帯電話やＰＤＡで見られない

• 情報の所在はユーザが独自に管理

履修登録
システム

シラバス
システム

附属図書館
電子図書館機能

成績証明書
発行システム

情報の利用者の視点ではなく，
情報の発信者の視点でのシステム構築



Web情報システムと担当部局
名古屋大学の場合

• 名古屋大学ホームページ
• 全学広報委員会，事務局総務課企画広報室

• 学部学科・講座・センター等のホームページ
• 各部局，各学科，各講座，各センター

• シラバス，休講案内，履修登録等の学務情報システム
• 全学学務情報専門委員会，事務局学務課学務情報推進室

• 研究者プロフィール
• 事務局経理課情報処理課，事務局研究協力課

• 事務情報システム（学内施設予約，全学事務掲示板など）
• 事務局経理課情報処理課

• 図書検索・電子図書館
• 附属図書館

• e-Learning，コース管理システム（WebCT）
• 情報メディア教育センター

これらのシステムを如何に統合し，
アクセス性を高めるか？



Web ポータルによる

情報・サービスへの単一アクセス化

教官・職員学生

Login

大学ポータル
企業情報ポータルの大学版

各構成員一人ひとり
に応じた

情報の集約と提供

ユーザ中心の
情報提供

各構成員一人ひとり
に応じた

情報の集約と提供

ユーザ中心の
情報提供

コース管理システム
（WebCT）

学務情報
システム

成績証明書
発行システム

名古屋大学
ホームページ

シラバス
システム



Webポータル>>情報統合ポイント

学務情報
システム

大学の構成員が日々集う共通の場が形成されることに
より学内組織間の「横の連携」が促進し，学内が活性化

大学ポータル
企業情報ポータルの大学版

コース管理システム
（WebCT）

成績証明書
発行システム

名古屋大学
ホームページ

シラバス
システム

掲示板
電子メール

予定表

インスタント
メッセージング 共有ファイル

フォルダ



知識社会における大学ポータル

学内構成員
（2.1万人）卒業生

（10万人）
社会人学生

大学ポータル
企業情報ポータルの大学版

学術協定校
構成員

地域市民

知識社会における「知の拠点」として
必要不可欠な知識基盤

→ 大学の経営戦略に直結



大学ポータルに求められる機能



ユーザ中心の情報提供手段

ユーザユーザB B ユーザユーザA A ユーザユーザC C ユーザユーザD D 

ユーザユーザE E ユーザユーザF F ユーザユーザG G 

学生学生学生学生 教官教官 教官教官

職員職員 来客来客 来客来客 来客来客

患者患者研究者研究者 大学経営陣大学経営陣 学習者学習者

個人個人 市民市民 OBOB 教師教師

ネット訪問者ネット訪問者学習者学習者 研究者研究者 研究者研究者

事務事務 入学希望者入学希望者 リクルータリクルータ ネット訪問者ネット訪問者

ユーザユーザH H 

（１） 大学構成員の多面性の支援が可

（２） 個人化による多様性の支援が可能



万単位の利用

• 名古屋大学構成員（2.1万人）が日常の教

育研究活動の中で利用することが前提

• 名古屋大学同窓生（10万人）へのサービ

ス拡大も考慮

• 学術協定校構成員，地域市民も視野

（３） 小規模のプロトタイプシステムからはじめられ，

大規模な運用システムへの移行が可能



閲覧手段の多様化

• 個人環境
• PC（学内，学外問わず）

• PCの低価格化，無線LAN・ADSL・FTTHの普及

• 携帯電話

• PDA
• パブリックスペース

• 情報キオスク端末

• 大型公衆ディスプレイ

（４） 閲覧手段に依存しないコンテンツ管理

および閲覧手段に応じたコンテンツの自動生成



uPortal



ポータルの分類

• 垂直型ポータル（機能別ポータル）

• 特定分野・機能に特化

• 専門的な情報の提供
(例) ディレクトリサービスポータル，投資ポータル

• 水平型ポータル（ポータルインフラ）

• すべてのポータルに共通して必要な機能を基盤と
して用意

• 組織に関する統合的な情報の提供
(例)企業情報ポータル

（Enterprise Information Portal： EIP）



水平型ポータルソフトウェア

• IBM WebSphere Portal （商用）

• Oracle 9i AS Portal （商用）

• BEA WebLogic （商用）

• Jakarta Jet Speed （オープンソース）

• ミシガン大学 CHEF （オープンソース）

• 導入コスト

• カスタマイズが可能

• 実績，他大学との連携が可能

uPortal による名古屋大学ポータルの試験運用



uPortal

• 高等教育機関用の水平型ポータルを作成するため
のフレームワーク
• JavaクラスセットとXML/XSLドキュメントで構成

• JA-SIG (Java Architecture Special Interest Group) 
が開発
• 無償のリファレンスインプリメンテーション（Open Source）



uPortal ＝フレームワーク

ユーザ操作 コンテンツ提示

uPortal フレームワーク

チャネル チャネル チャネル



カラムレイアウト： タブ



カラムレイアウト： ツリー



（１） 多面性の支援

• パーミッション設定

• 教員，学生，事務職員，卒業生などの属性ご
とに情報チャネル閲覧の可否やタスクのパー
ミッションを設定可能



（２） 多様性の支援

• 個人化機能（Personalization）

• 情報チャネルの購読・非購読

• 情報チャネルの配置のカスタマイズ

• スキンの選択

• 閲覧環境デバイスごとの個人設定



（３） スケーラビリティ

• J2EEアプリケーション

• Webアプリケーションサーバのクラスタ化

• バックエンドデータベースのクラスタ化

• 他大学での実績



University of British Columbia
(Vancouver, Canada)



University of Delaware
(New Ark, U.S.A.)



(4) マルチデバイス対応

XSLT
Processor

内容記述内容記述内容記述

様式記述様式記述様式記述

XML

Stylesheet

PDA

教室

キャンパス

自宅

デスクトップ・ノートＰＣ

携帯電話



uPortal 利用の利点と問題点

• 利点

• フレームワークの共同開発によるコスト削減

• 情報チャネル資産の共有

• ワシントン大学は「カレンダー」チャネルを構築中

• UBCは「WebCT」チャネルを構築中

• 問題点

• 国際化未対応

• 共同開発

インフラとしてuPortalは十分利用可能



uPortal による

名古屋大学ポータルの構築



システム構成

• uPortal
• Version 2.1+ / Jakarta Tomcat 4
• Sun Fire V480 （4GB メモリ，４００GB HDD）

• データベース
• PostgreSQL 7.2 （デモ： HSQL1.6）

• Dell PowerEdge 2500 （デモ： V480）

• LDAP 
• SunOne Directory Server
• Sun Fire V120



デモンストレーション
• インラインフレームフレーム，WebProxy，

WebMail，パーミッションチャネル

• 個人化機能

データベース

LDAP • 認証

• ユーザ属性情報

キャンパスネットワーク
インターネット

学内
他システム

myNU.jp

• ユーザ設定情報

• チャネル情報
代理（proxy) で

情報収集



ディレクトリシステム

学務部

総務部

基盤センター
LDAPサーバ

認証，スプール情報

認証

データ
コピー

パスワード変更CGI

NDS
メタディレクトリ

サーバ

メールサーバ
レプリケーション

サーバ
… レプリケーション

サーバ

名古屋大学
ポータルWebCT

1200台の端末



他の組織との連携

• 「WebCT」チャネル
• 情報メディア教育センター

• 「図書館」チャネル
• 附属図書館

• 「学務情報」チャネル
• 全学学務情報専門委員会，事務局学務課

• 「名古屋大学広報」チャネル
• 全学広報委員会，事務局総務課

• 「国際学術コンソーシアムAC21」チャネル
• AC21推進室，事務局国際交流課

大学ポータル専門委員会（センター内）を拠点に活動
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